
s

証

柱材ムラ取りかんな盤
MJJ-152

仕様
最⼤加⼯⼨法（幅×厚さ）
最⼩加⼯⼨法（幅×厚さ）
主軸回転数
送り速度
ブロック径
主軸径
下軸モーター
右軸モーター
送りモーター
集塵ホッパ径
出⼝ピンチロール

165×165�mm
90×90�ｍｍ
6000�ｒ.ｐ.ｍ

5〜25�ｍ/min
φ�125�mm
φ�40�mm

5.5�Kw
5.5�Kw
1.5�Kw

φ�150�mm
ー

直⾓⼆⾯等のムラ取り加⼯では、材料を⽔平に置いた際に⾃重で反りが⽣じ、ムラが取りきれない問題が
ありました。�これを解決するために、機械のテーブル⾯を30度傾斜させ、材料の⾃重を⾓⾯にかけることで、
⾃然な状態でムラ取りが可能になりました。

柱材の下⾯と右側⾯を基準にし、ドグ送材⽅式を採⽤することで、厚み幅⽅向に負荷をかけずに理想的なムラ
取りが可能。�また、モルダーとの接続が可能で、ムラ取りと
モルダーによる四⾯加⼯を同⼀ラインで⾏えます。�さらに、
ソリ測定装置や反転装置を⽤いることで、材の投⼊⽅向や
切削量の変更を⾃動化し、無⼈化もできます（オプション）

ドグ送材⽅式により、湿ったグリーン材でも100％の確実な
送材が実現しました。

※ 本仕様は改良のため、予告なく変更になる場合がございます。
※ 掲載写真は、実物と異なる場合がございます。

切削スピード及び切削量を考慮し、
ラフィング刃を標準仕様としました。

確実な摺り直し
ライン化と⾼速送材で効率アップ
確実な摺り直し
ライン化と⾼速送材で効率アップ
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